
第２回東日本大震災に関する活動助成 活動報告書

団体名 兵庫県移送サービスネットワーク

活動テーマ 仮設住宅支援「外出困難者おでかけ」事業

災害ボランティア運転手講習（平成２３年１１月１１日・１２日）

田村市船引公民館

個別型送迎サービス



震災直後より福島県田村市・いわき市・二本松市で（災害一次支援として）移動困難者や避難所の避難者の方

を対象に福祉車両６台、人員８名にて活動開始、４月１８日より福島県いわき市に拠点を移し、５月６日より二

本松市にも展開、６月いわき市閉鎖、７月末時点での活動実績は地元ボランティアランティを除く当団体のべ活

動人員８７１人、送迎回数１，４８６回、のべ送迎人員４，９９６人になる。

８月より地域ボランティアを中心に（災害二次支援として）仮設住宅の定期運行を田村市、二本松市（浪江町）

実施中であり、現時点での運行はワゴン車及びマイクロバスを使用するのと個別対応していないため、車椅子等

の移動困難者や個別に通院したいといった方々に対応できていない、又地域の住民で移動困難者においても同じ

現象である。そのため、リフト車等の福祉車両を使用し移動困難者への個別送迎（無料）を実施し地域の方々及

び仮設住宅の移動への利便性を向上することを目的とする。又運転ボランティアを対象に福祉車両の講習会を実

施する。

対象者：仮設住宅住民及び地域住民の移動困難者

運転手：地域の運転ボランティア

運行管理：当団体コーディネーター

運行：仮設住宅及び居宅から主に通院（個別対応）

成果

ボランティア送迎運転手運転者講習会開催

ボランティア送迎運転者のスキルアップおよび事故対策講習会を運転ボランティア・地域施設の運転者を対象

に開催した。（参加者１０名）

日時：平成２３年１１月１１．１２日（田村市船引公民館）

講師：須戸 哲（北陸移動サービスネットワーク 代表）

小池 清介（西宮移送サービス インストラクター）

越谷 秀昭（青森県移送サービスネットワーク）

移動困難者対応、個別対応型仮設住宅及び地域居宅送迎サービス

平成２４年１月４日より８月３０日まで福祉車両及び小型ワゴンを使用して主に車いす使用の仮設住宅及び

地域住民向けの個別型送迎サービスを実施

課題

本事業が終了し、また、個別型送迎が中止となってしまった。必要でも活動資金の問題で継続できない。


